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利益相反開示事項

発表者⽒名 廣島 幸彦 所属／⾝分 がんゲノム診療センター/センター長

該当なし 該当有りの場合︓企業名等

企業の職員，顧問職等 □

株の保有 □

特許料 □

講演料 等 ■ 中外製薬、アストラゼネカ、バイエル薬品、ロシュダイアグノスティクス、協和キリン

原稿料 等 □

研究費（治験 等） □

寄附⾦・寄附講座等 □

専⾨的助⾔・証⾔等 □

その他（贈答品 等） □

臨床試験実施法⼈の代表 □



がんの治療法

・基本的には手術（根治切除）以外は治癒の可能性はまれ。

・治癒切除不能 or 耐術不可の症例を対象に薬物療法などを
延命目的に行う。

延命目的なら楽に長く続けたい！！

局所療法 全身療法



がん薬物療法（抗がん剤)

抗がん剤の種類

細胞傷害性抗がん剤（代謝拮抗薬など）
・現在の抗がん剤治療の主役
・副作用がキツイ事が多い

分子標的薬（免疫チェックポイント阻害薬も含む）
・新規薬剤の開発が加速！！
・副作用が比較的軽い（高齢者でも投与可）
・適応判断に遺伝子検査が必要になりことが多い！

✓コンパニオン診断（CDx）
✓がんゲノムプロファイリング（遺伝子パネル検査）



がんの原因は遺伝子異常

細胞の設計図

✳生まれた後に、生きていく過程で遺伝子に異常
（傷）が蓄積していく。

✳遺伝子異常が蓄積した結果、遺伝子（設計図）
が機能しなくなり、制御不能の細胞が発生する。

がんでのみ起こっている
遺伝子異常を治療の標的に？

分子標的薬の開発

がん細胞

＝



がんゲノム医療 ≒ PRECISION MEDICINE

がんゲノム医療に関する基礎メディアセミナーから抜粋、改変 
2月10日確認 https://www.chugai-pharm.co.jp/profile/media/conference/files/190416jPresentation_handout.pdf

https://www.chugai-pharm.co.jp/profile/media/conference/files/190416jPresentation_handout.pdf


遺伝子パネル検査の保険診療における適応

・ 標準治療終了見込みの固形腫瘍
・ 標準治療のない固形腫瘍
・ 原発不明がん
・ 小児がん・希少がん

根治切除不能のがん

本検査施行後に化学療法の適応となる可能性が高い
と主治医が判断した患者

医療機器の保険適用について（令和元年６月収載予定） 中医協 総－ １ 元． ５ ． ２ ９



がんゲノム医療中核拠点病院等

※がんゲノム医療中核拠点病院を下線太字で記載
※青色：がんゲノム医療中核拠点病院がある都道府県
※水色：がんゲノム医療拠点病院のみある都道府県
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北海道大学病院

東北大学病院

慶應義塾大学病院

東京大学医学部附属病院

名古屋大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院

大阪大学医学部附属病院

岡山大学病院九州大学病院 国立がん研究センター東病院

国立がん研究センター中央病院

北海道がんセンター

筑波大学附属病院

千葉県がんセンター

弘前大学医学部附属病院
山形大学医学部附属病院

埼玉県立がんセンター
埼玉医科大学国際医療センター

がん研究会有明病院
東京都立駒込病院

東京医科歯科大学医学部附属病院
国立成育医療研究センター

神奈川県立がんセンター
東海大学医学部付属病院
聖マリアンナ医科大学病院

新潟大学医歯学総合病院

富山大学附属病院

金沢大学附属病院

信州大学医学部附属病院

静岡県立静岡がんセンター

愛知県がんセンター

三重大学医学部附属病院
大阪国際がんセンター
近畿大学病院

大阪市立総合医療センター

兵庫県立がんセンター

広島大学病院

香川大学医学部附属病院

四国がんセンター

久留米大学病院
九州がんセンター

長崎大学病院

鹿児島大学病院

神戸大学医学部附属病院
兵庫医科大学病院

がんゲノム医療中核拠点病院（11カ所）
がんゲノム医療拠点病院（34カ所）

がんゲノム医療連携病院（156カ所）※

令和元年９月19日時点

※ うち34医療機関は、令和元年9月19日に拠点病院として指定されたため、現在再編成に向けて整理中。

全国234施設

（３３カ所）

（１２カ所）

令和３年４月１日時点

静岡県立静岡がんセンター

（１８０施設）

第２回がんに関する全ゲノム解析等の推進に関する部会を改変 2022年4月アクセス
https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/000568207.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/000858639.pdf

がんゲノム医療指定施設

（189カ所）

(令和4年4月1日時点) 

https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/000568207.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000858639.pdf


神奈川県のがんゲノム医療

拠点病院 連携病院

県立がんセンター こども医療センター、昭和大学北部病院
藤沢市民病院、みなと赤十字病院、湘南鎌倉総合病院

聖マリアンナ医科大学病院 横浜労災病院、昭和大学藤が丘病院

東海大学付属病院

横浜市立大学附属病院

横浜市民病院（国立がんセンター中央病院）

北里大学病院（慶應大学附属病院）

横浜市大市民総合医療センター（東京大学附属病院）

横須賀共済病院（東京医科歯科大学附属病院）



遺伝子パネル検査の種類と費用

・OncoGuideTM NCCオンコパネル システム
（遺伝子数：124、国内検査、採血あり）

・FoundationOne CDｘ がんゲノムプロファイル
（遺伝子数：324 、国外検査、採血なし）

・GeneMineTOP がんゲノムプロファイリングシステム
（遺伝子数：DNA 737, RNA 455 、国内検査、採血あり）

・ FoundationOne®Liquid CDx（遺伝子数：324 (ctDNA)、末梢血）

・ Guardant360®CDx（遺伝子数：74 (ctDNA)、 MSI検査、末梢血）

(血液)✓組織でのCGP検査ができない症例のみ

※保険適用は１回だけ！！
（組織）

保険収載
56,000点
168,000円（3割）
高額療養制度利用可



遺伝子パネル検査数
~2023年3月

累計EP検討数：1651例

8月 1月
2019年 2020年

1月
2021年

1月
2022年

EP検討症例 自施設 連携病院

2019年度 118 118 0

2020年度 283 255 28

2021年度 520 448 72

2022年度 730 578 152

総数 1651 1399 252

自験データ



14.7％

治験
6.5％
（60人）

承認薬
7.8％
（73人)

適応外使用
0.4％
（4人）

（2019/8-2023/3, EP後治療確定患者）

当院遺伝子パネル検査結果
~2023年3月末
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TMB high
BRCA

自験データ

治療可能遺伝子変異のあった症例：435/1399例（31.1%）



診断 標準治療 現在の治療 今後の治療

遺伝⼦パネル 検査 遺伝⼦パネル検査遺伝⼦パネル検査 遺伝⼦パネル検査

がん遺伝子検査の意義は？
治療前に実施することで
効果を最大限発揮！！

がんの生物学的特徴

・診断
・予後予測（再発予測）
・遺伝子変異の情報に基づいた

治療戦略
標準治療も含めた治療戦略

(1st line から)

治療により遺伝子変異がさらに追加される
治療後の獲得変異が治療のターゲットに！！

現在のがん遺伝子検査のタイミング



遺伝性のがん（遺伝性腫瘍）の可能性

遺伝性腫瘍：
病的な遺伝子の変異が親から子へ伝
わることにより遺伝的にがんに罹患
しやすくなり、その素因をもとに発
症する疾患を遺伝性腫瘍症候群と称
します。

55遺伝子

がん遺伝子パネル検査 二次的所見 患者開示 推奨度別リスト（Ver3.1_20210815）
https://www.amed.go.jp/content/000056448.pdf 一部引用 11月2日アクセス

F1: 46
NCC: 32

TIMEホームページより

https://www.amed.go.jp/content/000056448.pdf


遺伝性腫瘍（疑い）の開示について

・遺伝性腫瘍だと知らされない権利がある
想定される社会的不利益：
保険、就職、結婚、差別的扱いなど

・本検査で遺伝性腫瘍（疑い）が
偶発的に見つかる可能性（5％程度）がある
開示について選択できる

・本検査で疑われた場合は、遺伝カウンセリングを
保険で受診できる（保険収載：1,000点）
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